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新
横
芝
光
消
防
署
完
成

　

令
和
６
年
３
月
に
新
横
芝
光
消
防
署
の
全
て

の
施
設
が
完
成
し
、
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

整
備
を
す
る
に
当
た
り
、
当
消
防
組
合
で
は

「
匝
瑳
市
横
芝
光
町
消
防
組
合
消
防
庁
舎
建
替

整
備
基
本
構
想
」
を
策
定
し
、
抱
え
て
い
た
諸

課
題
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
次
の
５
つ
の

基
本
方
針
を
掲
げ
ま
し
た
。

・
大
規
模
化
及
び
多
様
化
す
る
災
害
に
対
応
可

能
な
消
防
庁
舎

・
防
災
意
識
の
普
及
啓
発
、
防
災
情
報
の
発
信

等
が
で
き
る
消
防
庁
舎

・
利
用
者
の
利
便
性
に
配
慮
さ
れ
、
地
域
住
民

に
親
し
ま
れ
る
消
防
庁
舎

・
災
害
に
強
く
、
業
務
継
続
に
配
慮
し
た
消
防

庁
舎

・
適
正
な
職
場
環
境
に
配
慮
し
た
消
防
庁
舎

　

新
庁
舎
は
、
職
員
と
住
民
の
皆
様
の
利
便
性

を
最
大
限
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
太
陽
光
発
電

設
備
、
非
常
用
自
家
発
電
設
備
等
を
設
置
し
、

地
下
水
の
活
用
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
災
害
に

強
く
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
途
絶
時
で
も
業
務
継
続

が
で
き
る
庁
舎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
消
防
士
が
安
心
し
て
勤
務
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
女
性
用
の
ト
イ
レ
、
浴

室
、
仮
眠
室
等
を
備
え
た「
女
性
用
ス
ペ
ー
ス
」

も
整
備
い
た
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
本
年
１
月
１
日
に
発
生
し
ま

し
た
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
、
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
に
心
よ
り
追
悼
の
意

を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆

様
が
１
日
も
早
く
以
前
の
日
常
に
戻
ら
れ
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
消
防
行
政

並
び
に
火
災
予
防
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
な

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
消
防
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
急
速

な
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
人
口
減
少
社
会
の

到
来
等
に
よ
り
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
ま

た
火
災
や
地
震
、
集
中
豪
雨
な
ど
、
近
年
の

災
害
は
、
複
雑
多
様
化
、
大
規
模
化
、
激
甚

化
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
い
将
来
発
生
す
る
と
危
惧
さ
れ
て
お
り

ま
す
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
、

こ
れ
ら
の
災
害
に
対
し
て
迅
速
、
確
実
に
対

応
す
る
た
め
、
当
消
防
組
合
で
は
、
匝
瑳
市

横
芝
光
町
消
防
組
合
基
本
構
想
に
掲
げ
る
、

消
防
体
制
の
充
実
、
地
域
防
災
体
制
の
強
化
、

災
害
対
応
力
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
業
を
持
ち
な
が
ら
、
地
域
を
守

る
消
防
団
の
皆
様
の
活
躍
に
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
を
支
え

て
お
ら
れ
ま
す
ご
家
族
に
対
し
ま
し
て
も
併

せ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
災
害

副組合長

佐藤　晴彦

撮影：2024.2.12　　　　 MATRICE 300 RTK & ZENMUSE H20T　  MM

庁舎建替
基本構想
基本計画

女性専用
スペース
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女
性
向
け
職
場
体
験
会
の
開
催

　

現
在
、全
国
で
は
、多
く
の
女
性
消
防
士（
消

防
吏
員
）
が
活
躍
し
て
お
り
ま
す
が
、
消
防
士

に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
、
警
察
官
や
自
衛

官
等
に
比
べ
、
依
然
低
い
水
準
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
当
消
防
組
合
で
は
、

「
女
性
職
員
の
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
特
定
事

業
主
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
女
性
消
防
士
の

採
用
、
採
用
試
験
に
お
け
る
女
性
受
験
者
割
合

の
向
上
な
ど
を
目
標
に
定
め
、
取
組
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
に
は
、
未
だ
に
男
性
の
仕
事
と

い
う
印
象
が
強
い
消
防
の
イ
メ
ー
ジ
を
緩
和
し
、

採
用
試
験
に
お
け
る
女
性
受
験
者
割
合
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
女
性
を
モ
デ
ル
に
し
た

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
管
内
施
設
に
掲
示
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
令
和
５
年
４
月
に
は
、
当

消
防
組
合
が
県
内
で
唯
一
、
こ
れ
ま
で
に
女
性

消
防
士
の
採
用
が
な
い
状
況
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
７
月
の
新
庁
舎
の
運

用
開
始
と
併
せ
、
当
消
防
組
合
初
の
試
み
と
な

る
「
女
性
向
け
職
場
体
験
会
」
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
職
場
体
験
会
に
際
し
、
業

務
内
容
、
休
暇
制
度
、
当
消
防
組
合

の
女
性
職
員
活
躍
推
進
に
係
る
取
組

等
を
ま
と
め
た
「
女
性
消
防
士
ま
る

わ
か
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
い

た
し
ま
し
た
。

　

職
場
体
験
会
に
ご
参
加
い
た
だ
い

た
皆
様
か
ら
は
、
ご
好
評
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

女
性
消
防
士
採
用
に
向
け
た
施
策

　

令
和
５
年
６
月
に
は
、
女
性
消
防
士
採
用
に

向
け
た
施
策
と
し
て
、
５
つ
の
項
目
を
掲
げ
ま

し
た
。

・
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
制
服
の
導
入

・
女
性
活
躍
の
た
め
の
施
設
整
備

・
消
防
資
機
材
の
見
直
し

・
緊
急
参
集
の
免
除

・
相
談
窓
口
の
設
置

　

当
消
防
組
合
で
は
今
後
も
引
き
続
き
、
女
性

消
防
士
活
躍
推
進
に
係
る
取
組
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
日
頃
か
ら
の
備
え
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
の
「
安
心
・
安
全
」
の
た
め
、

職
員
一
丸
と
な
り
職
務
に
精
励
し
、
最
善
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　令和５年11月16日、
救急協力者に対して、消
防長から感謝状を贈呈し
ました。
　若米様は同年２月18日、
横芝光町で発生した心肺
停止事案において、菅谷
様は同年６月18日 匝瑳
市で発生した心肺停止事案において、迅速な救命処置にご協力い
ただきました。
　お二人の勇気ある行動により、いずれの事案の傷病者も社会復
帰に至っております。

　管内に設置していただいてい
るAEDを誰もが活用できるよ
う、設置場所を当消防組合ホー
ムページに公表する予定です。
　公表する情報は皆様から提供
いただく情報に基づきまとめて
いく予定です。

若米利博さん（左）と菅谷敏和さん（右）

女性消防士
活躍推進

女性向け
職場体験会

女性消防士
採用の施策

総務省消防庁
女性消防士
活躍推進

なろうよ！女性消防士。活躍推進に向けたポスター

女
性
消
防
士
ま
る
わ
か
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

救急協力者へ感謝状

ご理解ご協力を
　　お願いします。

AED設置情報提供のお願い
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消防関係の資格取得と主な講習会

（３年に一度の法定義務講習）
●講 習 会…令和６年度（未定）
●講習会場…調整中
●対 象 者… 危険物取扱者免状の交付を受けている者で、製造所等にお

いて危険物の取扱作業に従事（アルバイト・派遣も含む）
している者（同作業に従事していない方でも受講は可能）

●銚子市…令和６年８月21、22日（銚子市市民センター）
●匝瑳市…令和６年10月頃

●試 験 日…（前期）令和６年６月頃（予定）
 （後期）令和６年11月頃（予定）
●試験会場…前期（調整中）・後期（調整中）
●試験種別…甲種・乙１～６種・丙種

危険物取扱者保安講習会（予定） 甲種防火管理者新規講習（予定）

危険物取扱者試験（予定）

問消防本部予防課　　 0479-72-1916

　この防火ポスター展は、春の全国火災予防運動行事の一環として、管内小中学校の児童、
生徒に描いていただいたものです。
　子どもたちの「火災予防」の願いが込められた、すばらしい作品ばかりです。

参加人数　955人
出 展 数　144点
入 賞 数　 55点

 2023年度 全国統一防火標語 

第47回

横芝中学校２年

齋
さい

藤
とう

　珠
じゅ

璃
り

 さん

光小学校５年

春
か

日
すが

井
い

　蓮
れん

 さん

野栄中学校２年

大
おお

木
き

　美
み

亜
あ

 さん

光小学校１年

久
く

保
ぼ

　沙
さ

弥
や

 さん

椿海小学校６年

川
かわ

島
しま

　迅
とき

矢
や

 さん

千
葉
県
消
防
設
備
協
会
長
賞

最優秀賞　(３名)

千
葉
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
長
賞

火を消して　不安を消して　つなぐ未来

4No.47



１　職員の任免及び職員数に関する状況
ア　署所別職員数 

区　　　　分 令和４年４月１日 令和５年４月１日
消 防 本 部  ２２人  ２１人
匝瑳消防署  ３８人  ３７人
横芝光消防署  ２９人  ２９人
野 栄 分 署  ２０人  ２０人
合　　　　計  １０９人  １０７人

イ　採用・退職者　令和４年度に採用及び退職した職員の状況
採用者数 退職者数
５人 ４人

２　 職員の人事評価の状況 
ア 　職員がその職務を遂行するに当たり発揮した能力及び挙げた業績を公正に把握することで、職員の主体的な職務の遂行及
びより高い能力を持った公務員の育成を行うとともに、能力・実績に基づく人事管理を行うことにより、組織全体の士気高
揚を促し、公務能率の向上につなげることを目的として人事評価を実施しています。 

イ　能力評価（職務遂行する中で職員が発揮した能力の程度を評価）と業績評価（職員があらかじめ設定した業務目標の達成度、
その他設定目標以外の取組の業績を評価）により実施しています。 

ウ　職員の任用、給与、分限その他の人事管理の基礎として活用します。
エ　評価期間　４月１日から３月３１日まで 

３　職員の給与の状況 
　　基本給与の平均月額（令和４年４月現在） 

給　　料 手　　当 合　　計
３０３,６５７円 ７１,４５７円 ３７５,１１４円

４　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
１週間の勤務時間 ３８時間４５分

勤務時間

・毎日勤務の職員
　消防本部（警防課指令班の職員を除く。）の職員、署長
　　７時間４５分（８時３０分～１７時１５分）
・隔日勤務の職員
　消防署（署長を除く。）の職員及び警防課指令班の職員
　　１５時間３０分（８時００分～翌日の８時００分）

休　　日 ・毎日勤務の職員　土曜日、日曜日、祝日、年末年始
・隔日勤務の職員　４週間を通じて８日間

休　　暇 年次休暇、療養休暇、特別休暇、看護休暇
５　職員の休業の状況
　　育児休業取得者数（子が３歳になるまで。（無給））　０人
６　職員の分限及び懲戒処分の状況
　ア　分限処分　１人
　イ　懲戒処分　１人
７　職員の服務の状況 
　地方公務員法により、信用失墜行為の禁止・秘密を守る義務・職務専念義務・政治的行為の制限・争議行為の禁止・営利企業
等の従事制限などの義務規定・禁止規定が定められています。
８　職員の退職管理の状況
　ア　職員の退職管理について 
　平成２８年４月１日施行の改正地方公務員法により、職員の退職管理に関し、元職員による現職職員への働きかけを禁止す
るなどの規制が開始されました。 
　これに伴い、「匝瑳市横芝光町消防組合職員の退職管理に関する条例」等を制定し、適正な退職管理に取り組んでいます。

　イ　再就職者による依頼等の規制 
　元職員が本消防組合を離職後に営利企業等に再就職した場合、離職前５年間又は管理監督の地位に就いていた間の職務に関
するものに関し、現職職員への働きかけ（契約や処分の依頼・要求）を行うことが離職後２年間禁止されます。（在職中に自ら
が決定した契約等の事務については、期限の定めなく禁止されます。） 

　ウ　再就職情報の届出
　管理監督の地位に就いていた元職員に対しては、本消防組合を離職後２年間、営利企業等に再就職した場合に任命権者へ届
出を行うことを義務付けています。 

９　職員の研修の状況
　職員の能力の向上を図ることを目的に、消防大学校及び千葉県消防学校における研修並びに病院における救急隊員及び救急救
命士の研修など業務の専門研修受講のために研修機関に職員を派遣するとともに、講師を招いて研修を実施しています。 
10　職員の福祉及び利益の保護の状況

区　　分 項　　目

厚生制度
・定期健康診断など 
・匝瑳市横芝光町消防組合職員親交会が実施する補助・給付事業など 
・千葉県市町村職員互助会が実施する給付・福利厚生事業など 

共済制度 退職共済年金・障害共済年金・遺族共済年金の支給　 健康保険
出産一時金・埋葬料の給付　 疾病予防（人間ドック補助など）の実施 

公務災害補償制度 公務上・通勤途上の負傷・疾病に対する療養補助・休業補償・障害補償・遺族補償
11　公平委員会の業務状況

区　　　分 勤務条件に関する措置の要求 不利益処分に関する審査請求
該当の有無 無 有（１件※）　※令和４年１０月　取下げ

注１　　「勤務条件に関する措置要求」とは、公平委員会に対し、職員が給与・勤務時間などの勤務条件に関して、消防組合が
適切な措置を講ずるよう要求できる制度です。 

　２　　「不利益処分に関する審査請求」とは、職員が懲戒処分などの不利益処分を受けた場合で不服があるときに、公平委員
会に対し不服申立てができる制度です。

人
事
行
政

人
事
行
政
のの
運
営
等

運
営
等
のの
状
況
状
況

　令和４年度における消防組合職員の人事行政の状況（職員数・給与・勤務条件等）を公表します。 
　これは、人事行政の透明性を高めるため、地方公務員法第５８条の２及び匝瑳市横芝光町消防
組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の規定に基づいて行うものです。 

文化財防火デーにおける飯高寺火災防御訓練文化財防火デーにおける飯高寺火災防御訓練

令和令和４４年度年度
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救
急
車
の

　

適
正
利
用

　

当
消
防
組
合
管
内
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り

消
防
行
政
の
円
滑
な
推
進
に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

令
和
５
年
７
月
22
日
第
59
回
千
葉
県
消
防
操

法
大
会
が
千
葉
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
、
当

消
防
組
合
管
内
か
ら
は
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で

匝
瑳
市
の
中
央
分
団
第
４
部
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
で
は
横
芝
光
町
の
第
６
分
団
第
１
部
、

匝
瑳
市
か
ら
豊
和
分
団
第
２
部
が
各
支
部
大
会

を
経
て
支
部
代
表
と
し
て
出
場
を
果
た
し
ま
し

た
。
各
消
防
団
の
県
大
会
出
場
時
に
お
け
る
上

位
の
成
績
を
振
り
返
り
ま
す
と
匝
瑳
市
は
平
成

29
年
７
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
第
53
回
大
会
の

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
努
力
賞
（
第
４
位
）
を

受
賞
、
横
芝
光
町
は
令
和
元
年
７
月
27
日
に
開

催
さ
れ
た
第
55
回
大
会
の
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
で
優
秀
賞
（
第
２
位
）
を
受
賞
し
て
お
り
、

各
消
防
団
が
最
優
秀
賞
（
第
１
位
）
を
目
指
す

中
で
、
見
事
に
匝
瑳
市
消
防
団
が
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
で
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
管
内
に

お
い
て
３
チ
ー
ム
が
県
大
会
に
出
場
し
最
優
秀

賞
の
受
賞
ま
で
至
っ
た
こ
と
は
、
各
消
防
団
、

そ
し
て
指
導
に
あ
た
っ
た
職
員
に
お
い
て
も
心

に
残
る
大
会
と
な
り
、
消
防
団
と
常
備
消
防
の

絆
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
す
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

全
国
的
に
多
発
し
て
い
る
大
雨
に
よ
る
広
域

的
な
自
然
災
害
、
突
発
的
に
発
生
す
る
地
震
災

害
等
が
万
が
一
、
当
地
域
を
襲
い
、
常
備
消
防

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
よ
う
な
大
規
模
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
地
域
住
民
が
最
も
頼
り
に

す
る
の
は
地
域
に
密
着
し
た
消
防
団
の
存
在
で

あ
り
、
地
域
の
実
情
を
的
確
に
把
握
し
て
い
る

消
防
団
の
方
々
の
力
強
い
活
動
が
地
域
住
民
の

安
全
・
安
心
に
繋
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
操

法
訓
練
を
通
じ
深
ま
っ
た
消
防
関
係
者
の
絆
を

基
に
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
に
向
け
て
の
各

種
取
り
組
み
を
推
進
し
、
消
防
団
と
常
備
消
防

で
一
層
の
連
携
強
化
が
図
れ
る
よ
う
に
業
務
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
消
防
組
合
の
重
点
目
標
で
あ
る
、

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
横
芝
光
消
防
署
新
庁

舎
が
完
成
し
令
和
５
年
７
月
20
日
か
ら
新
庁
舎

で
運
用
を
開
始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令

和
６
年
３
月
に
防
災
備
蓄
倉
庫
等
を
含
み
全
て

の
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
消
防
本
部
と
匝
瑳
消
防
署
に
つ
い
て

も
構
成
市
町
の
職
員
を
交
え
た
消
防
庁
舎
建
設

検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
新
庁
舎
建
設
に
向
け

て
様
々
な
内
容
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
消
防
広
報
１
１
９
だ
よ
り
」

を
通
し
て
、
各
種
情
報
等
の
発
信
に
努
め
、
管

内
の
皆
様
が
よ
り
安
全
で
安
心
な
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
消
防
防
災
体
制
の
充
実
・
強
化
及
び

消
防
活
動
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

災害区分 匝瑳市 横芝光町 管　　内 管　　外 合　　計
火　　災  26  23  49  1  50
救　　急 1,937  1,379  3,316  76  3,392
救　　助  25  19  44  0  44
災　　害  67  42  109  0  109
支　　援  328  240  568  0  568
合　　計  2,383  1,703  4,086  77  4,163

令和５年
消防活動統計消防活動統計

　聴覚や言語に障害のある方を対象とした、119番通報システム（メール
やFAX）に、近年スマートフォンの普及に伴いNet119という、スマート
フォンのチャット機能を使用した緊急通報システムが運用されています。 
※事前登録、登録後は定期手続きが必要となります。

けがや体調不良で
救急車を呼ぶかどうか迷った時は…
病院に行く？
救急車を呼ぶ？
迷ったら…

# 7 119# 7 119

こども医療
でんわ相談

# 8000# 8000

緊急度を
スマホで判定

ほんの少し考えて。
救急車を必要とする人が待っています。

みんなで守ろう「大切な命」

＼ちょっとまって！／
緊急 !?

それってそれって
　ホント　ホントにに

ですかですか

チーバくん

利用申請 定期手続き

Net119

詳しくは警防課
指令班

0479-72-01190479-72-0119

消防長

土屋　修

119119だより
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